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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高坪量部と低坪量部を有する吸収体と、前記吸収体に積層された表面シートと、前記吸
収体の前記表面シートと反対側に位置する裏面シートを備え、前記表面シート側から前記
吸収体側へ向かって窪んだ圧搾部を有する吸収性物品であって、
　前記圧搾部は、
　　前記高坪量部に対応する位置に形成された高坪量圧搾部と、
　　前記低坪量部に対応する位置に形成された低坪量圧搾部を備え、
　前記高坪量圧搾部は、
　　第１高圧搾部と、
　　前記第１高圧搾部に隣接し、前記第１高圧搾部よりも浅く窪んだ第１低圧搾部を含み
、
　前記低坪量圧搾部は、
　　第２高圧搾部と、
　　前記第２高圧搾部に隣接し、前記第２高圧搾部よりも浅く窪んだ第２低圧搾部を含み
、
　前記第２高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと前記第２低圧搾部の底部の前記
裏面シートからの高さとの差は、前記第１高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと
前記第１低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さとの差より小さい、
　吸収性物品。
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【請求項２】
　前記吸収体は、前記高坪量圧搾部の非肌側において、非肌側の表面が肌側に向かって窪
んで形成された第１凹部と、前記低坪量圧搾部の非肌側において、非肌側の表面が肌側に
向かって窪んで形成された第２凹部と、を有しており、
　前記第１高圧搾部の底部と、前記第１高圧搾部の底部に対向する前記第１凹部の底部と
の距離は、前記第２高圧搾部の底部と、前記第２高圧搾部の底部に対向する第２凹部の底
部との距離と同じである、
　請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記高坪量圧搾部と前記低坪量圧搾部とは、前記吸収性物品の排泄口当接域の幅方向の
両外側に、長手方向に沿って、連続的に互いに隣接して形成されている、
　請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記高坪量圧搾部と前記低坪量圧搾部とは、連続的に互いに隣接して形成されており、
　前記第１低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと前記第２低圧搾部の底部の前記
裏面シートからの高さとの差は、前記第２高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと
前記第２低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さとの差よりも小さい、
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記第２低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと前記第２高圧搾部の底部の前記
裏面シートからの高さとの差は、前記第１低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと
前記第１高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さとの差の３０％以上、８０％以下で
ある、
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記第１低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと前記第１高圧搾部の底部の前記
裏面シートからの高さとの差は、前記第１低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さの
２０％以上、１００％以下であり、
　前記第２低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと前記第２高圧搾部の底部の前記
裏面シートからの高さとの差は、前記第２低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さの
１０％以上、１００％以下である、
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記低坪量圧搾部は、平面視で、交差した、又は、鋭角に曲がった形状を有する、
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　坪量が高い部分である高坪量部と坪量が低い部分である低坪量部とを有する吸収体と、
表面シートと、裏面シートを備える吸収性物品が知られている。例えば、特許文献１には
、高坪量部と低坪量部とを有する吸収性コアと、表面シートと、を備える吸収性物品が開
示されている。吸収体の高坪量部及び低坪量部は、吸収性物品の長手方向及び幅方向それ
ぞれに交互に形成されている。吸収性物品には、表面シート及び吸収性コアが一体的に凹
陥してなる溝が形成されている。特許文献１によれば、吸収性物品の使用時に吸収体の低
坪量部が折り起点となり、装着者の動きに応じて吸収体（吸収性物品）が折れ曲がり、吸
収性物品を装着者の身体にフィットさせることができる、とされる。溝と高坪量部及び低
坪量部は、排泄液の吸収・拡散作用を奏させる、とされる。また、吸収性コアは、低坪量
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部を基軸として装着者の肌に向かって隆起するような形状への変形が誘導され易いため、
吸収性コアの排泄口対向領域が装着時に装着者の肌に押し当てられるような形状に容易に
変形し得る、とされる。そして、吸収性物品のフィット性が向上し、装着者に快適な装着
感を与えると共に、経血の漏れが効果的に抑制される、とされる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－９９４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１では、低坪量部の厚さは、高坪量部の厚さよりも薄く形成される。そして、
表面シートと吸収体とが積層した構造における、高坪量部に対応する位置（高坪量部と表
面シートとが厚さ方向に重なる位置）、及び、低坪量部に対応する位置（低坪量部と表面
シートとが厚さ方向に重なる位置）に溝、すなわち圧搾部が形成される。圧搾部には、厚
さ方向において、相対的に深く窪んでいる部分、すなわち高圧搾部と、相対的に浅く窪ん
でいる部分、すなわち低圧搾部とが互いに隣り合うように形成される。
【０００５】
　ところが、発明者の検討によれば、高坪量部に対応する位置及び低坪量部に対応する位
置に、高圧搾部と低圧搾部とが互いに隣り合うように形成されている場合、以下の問題が
生じ得ることが判明した。
【０００６】
　通常、吸収性物品の製造に使用されるエンボス加工用のロールでは、圧搾部の形成に使
用されるロール外周面上の凸部は、高坪量部を圧搾する部分と低坪量部を圧搾する部分と
で同一であり、特に相違していない。したがって、製造された吸収性物品では、高坪量部
に対応する位置における高圧搾部の底部の裏面シートからの高さ（又は厚さ、以下、単に
「底部の高さ」という。）と低圧搾部の底部の高さとの差と、低坪量部に対応する位置に
おける高圧搾部の底部の高さと低圧搾部の底部の高さとの差とは、概ね同じになる。すな
わち、低坪量部に対応する位置と、高坪量部に対応する位置とにおいて、高圧搾部の底部
と低圧搾部の底部との距離が概ね同じになっている。ここで、折れ曲がり変形が起き易い
低坪量部では、吸収性物品の使用時での折れ曲がり変形のとき、高圧搾部の底部と低圧搾
部の底部との間で折れ曲がりが生じ易くなる。すなわち、折れ曲がり変形の折れ線が、高
圧搾部の底部と低圧搾部の底部との間に位置し易くなる。その場合、低坪量部では、その
折れ線の位置での折れ曲がり変形の度に、高圧搾部の底部と低圧搾部の底部との間に互い
に離間する方向の力が生じ易くなる。それゆえ、低坪量部でのその距離が、高坪量部での
その距離と概ね同じであると、高坪量部では折れ曲がり変形がほとんど起こらないので何
ら問題ないが、低坪量部では折れ曲がり変形が起き易いので、その離間する方向の力が大
き過ぎて、その力により表面シートと吸収体との接合が剥がれ易くなるおそれがある。そ
して、吸収性物品の使用時に、折れ曲がり変形が繰り返されると、低坪量部では、高圧搾
部の底部又は低圧搾部の底部において、その離間する方向の力により表面シートが吸収体
から浮いたり破断したりするおそれがある。そうなると、低坪量部において、高圧搾部や
低圧搾部が、排泄液の堰き止め、拡散、吸収などの作用を奏し難くなるおそれがある。
【０００７】
　本発明の目的は、高坪量部と低坪量部とを有する吸収体と、表面シートと、を備え、表
面シート側から吸収体側へ向かって窪んだ圧搾部を有する吸収性物品において、吸収性物
品の使用時に、表面シートが吸収体から浮くことや、破断することを抑制することが可能
な吸収性物品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の吸収性物品は次のとおりである。（１）高坪量部と低坪量部とを有する吸収体
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と、前記吸収体に積層された表面シートと、前記吸収体の前記表面シートと反対側に位置
する裏面シートと、を備え、前記表面シート側から前記吸収体側へ向かって窪んだ圧搾部
を有する吸収性物品であって、前記圧搾部は、前記高坪量部に対応する位置に形成された
高坪量圧搾部と、前記低坪量部に対応する位置に形成された低坪量圧搾部と、を備え、前
記高坪量圧搾部は、第１高圧搾部と、前記第１高圧搾部に隣接し、前記第１高圧搾部より
も浅く窪んだ第１低圧搾部と、を含み、前記低坪量圧搾部は、第２高圧搾部と、前記第２
高圧搾部に隣接し、前記第２高圧搾部よりも浅く窪んだ第２低圧搾部と、を含み、前記第
２高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと前記第２低圧搾部の底部の前記裏面シー
トからの高さとの差は、前記第１高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと前記第１
低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さとの差より小さい、吸収性物品。
【０００９】
　本吸収性物品は、上記構成を有している。したがって、低坪量部において、第２高圧搾
部の底部と第２低圧搾部の底部との距離を相対的に小さくしている。そのため、第２高圧
搾部の底部と第２低圧搾部の底部との間の領域において折れ曲がりを生じ難くすることが
できる。すなわち、折れ曲がり変形の折れ線が、両底部の間の領域に位置し難くすること
ができ、折れ曲がりが生じる位置を他の領域にずらすことができる。それに加えて、折れ
線が、仮に両底部の間の領域に位置したとしても、両底部の距離が相対的に小さいので、
低坪量部ＬＢにおいて、折れ曲がり変形のときに、両底部の間に生じる、互いに離間する
方向の力を、小さくできる。それゆえ、吸収性物品の使用時に、折れ曲がり変形が繰り返
されても、低坪量部では、両底部において、その離間する方向の力により表面シートが吸
収体から浮いたり破断したりすることを抑制できる。それらにより、第２高圧搾部や第２
低圧搾部が、排泄液の堰き止め、拡散、吸収などの作用を奏し易くすることができる。こ
のように、高坪量部と低坪量部とを有する吸収体と、表面シートと、を備え、表面シート
側から吸収体側へ向かって窪んだ圧搾部を有する吸収性物品において、吸収性物品の使用
時に、表面シートが吸収体から浮くことや、破断することを抑制することが可能となる。
【００１０】
　本発明の吸収性物品は、（２）前記吸収体は、前記高坪量圧搾部の非肌側において、非
肌側の表面が肌側に向かって窪んで形成された第１凹部と、前記低坪量圧搾部の非肌側に
おいて、非肌側の表面が肌側に向かって窪んで形成された第２凹部と、を有しており、前
記第１高圧搾部の底部と、前記第１高圧搾部の底部に対向する前記第１凹部の底部との距
離は、前記第２高圧搾部の底部と、前記第２高圧搾部の底部に対向する第２凹部の底部と
の距離と同じである、上記（１）に記載の吸収性物品、であってもよい。
　本吸収性物品では、上記構成を有している。したがって、相対的に深く形成されている
第１、第２高圧搾部の底部の下方の吸収体の厚さが全体的に揃っている。それにより、吸
収性物品の使用時に、表面シートの破断や浮きを抑制しつつ、高坪量部及び低坪量部のい
ずれにおいても、第１、第２高圧搾部の機能を、両高圧搾部を含む圧搾部の全体に同様に
発揮させることができる。ただし、「同じ」とは、一方の値が他方の値の±１０％以内で
あることをいう。また、第１、第２凹部が形成されることで、圧搾部において、表面シー
トが吸収体の内部へ押し込まれている程度を、圧搾時（製造時）に表面シートが吸収体の
内部へ押し込まれる程度と比較して小さくすることができる。それにより、表面シートが
吸収体から剥がれることを抑制できる。
【００１１】
　本発明の吸収性物品は、（３）前記高坪量圧搾部と前記低坪量圧搾部とは、前記吸収性
物品の排泄口当接域の幅方向の両外側に、長手方向に沿って、連続的に互いに隣接して形
成されている、上記（１）又は（２）に記載の吸収性物品、でもよい。
　本吸収性物品では、上記構成を有している。したがって、吸収性物品には、排泄口当接
域の幅方向の両外側に、長手方向に沿って、連続的に延びる圧搾部（高坪量圧搾部及び低
坪量圧搾部）が形成されている。そのため、吸収性物品の使用時に、吸収体の坪量に関係
なく、排泄液を長手方向に沿って拡散させることができると共に、排泄口当接域の幅方向
の両外側を長手方向に沿って折り曲げ変形（例示：略Ｗ型に変形）させることができる。
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それにより、表面シートの破断や浮きを抑制しつつ、吸収性能を向上できると共に、吸収
性物品を装着者の身体によりフィットさせることができる。
【００１２】
　本発明の吸収性物品は（４）前記高坪量圧搾部と前記低坪量圧搾部とは、連続的に互い
に隣接して形成されており、前記第１低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと前記
第２低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さとの差は、前記第２高圧搾部の底部の前
記裏面シートからの高さと前記第２低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さとの差よ
りも小さい、上記（１）乃至（３）のいずれか一項に記載の吸収性物品、でもよい。
　本吸収性物品では、上記構成を有している。したがって、高坪量圧搾部及び低坪量圧搾
部における、第１低圧搾部の底部の高さと第２低圧搾部の底部の高さとの差が相対的に小
さく形成されている。それゆえ、連続的に形成される第１低圧搾部と第２低圧搾部におい
て、第１低圧搾部の底部と第２低圧搾部の底部との段差を小さくでき、したがって、その
段差にて表面シートが剥がれたり、浮いたりすることを抑制しつつ、高坪量部及び低坪量
部のいずれにおいても、連続的に形成される各圧搾部の機能を各圧搾部全体に同様に発揮
させることができる。
【００１３】
　本発明の吸収性物品は、（５）前記第２低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと
前記第２高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さとの差は、前記第１低圧搾部の底部
の前記裏面シートからの高さと前記第１高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さとの
差の３０％以上、８０％以下である、上記（１）乃至（４）のいずれか一項に記載の吸収
性物品、であってもよい。
　本吸収性物品では、上記構成を有している。それゆえ、表面シートにおける、低坪量部
の第２低圧搾部の底部の位置と、第２高圧搾部の底部の位置との差が大きくなることを抑
制できる。したがって、表面シートの破断・浮きをより抑制することができる。
【００１４】
　本発明の吸収性物品は、（６）前記第１低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと
前記第１高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さとの差は、前記第１低圧搾部の底部
の前記裏面シートからの高さの２０％以上、１００％以下であり、前記第２低圧搾部の底
部の前記裏面シートからの高さと前記第２高圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さと
の差は、前記第２低圧搾部の底部の前記裏面シートからの高さの２０％以上、１００％以
下である、上記（１）乃至（５）のいずれか一項に記載の吸収性物品、であってもよい。
　本吸収性物品では、上記構成を有している。このように、各高さの関係を、上記の範囲
に設定することにより、表面シートの破断・浮きをより抑制できる。それにより、第１、
第２高圧搾部や第１、第２低圧搾部が、排泄液の堰き止め、拡散、吸収などの作用を奏し
易くすることができる。
【００１５】
　本発明の吸収性物品は、（７）前記低坪量圧搾部は、平面視で、交差した、又は、鋭角
に曲がった形状を有する、上記（１）乃至（６）のいずれか一項に記載の吸収性物品、で
もよい。
　本吸収性物品では、上記構成を有している。このような圧搾部（低坪量圧搾部）は、吸
収性物品へ排泄される排泄液を所望の方向へ誘導する場合に用いる場合があるが、交差し
た箇所や角の箇所は硬くなりやすく、着用者に違和感を覚えさせるおそれがある。そこで
、本吸収性物品では、交差した箇所や角の箇所を低坪量部に形成しているので、それらの
箇所が硬くなることを抑制できる。それにより、吸収性物品の使用時に、表面シートの破
断や浮きを抑制しつつ、圧搾部の交差した箇所や角の箇所の硬さを抑制できる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、高坪量部と低坪量部とを有する吸収体と、表面シートと、を備え、表
面シート側から吸収体側へ向かって窪んだ圧搾部を有する吸収性物品において、吸収性物
品の使用時に、表面シートが吸収体から浮くことや、破断することを抑制することが可能
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な吸収性物品を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施の形態に係る吸収性物品を示す平面図である。
【図２】図１のＩＩａ－ＩＩａ線及びＩＩｂ－ＩＩｂ線に沿った断面図である。
【図３】図１の吸収性物品の部分拡大平面図である。
【図４】実施の形態に係る吸収性物品の製造装置の構成例を示す模式図である。
【図５】図４の圧搾装置の第１ロールの凸部の構成例を示す平面図である。
【図６】図５の凸部の高坪量用凸部及び低坪量用凸部の構成例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本実施の形態に係る吸収性物品の製造方法について、吸収性物品の例として生理
用ナプキンを挙げて説明する。ただし、本発明は、その例に限定されるものでは無く、本
発明の主題の範囲を逸脱しない限り、種々の吸収性物品に対して適用可能である。吸収性
物品としては、例えばパンティライナー、軽失禁パッド、使い捨ておむつが挙げられる。
【００１９】
　まず、本実施の形態に係る生理用ナプキン１の構成について説明する。
　図１～図３は本実施の形態に係る生理用ナプキン１の構成例を示す図である。ただし、
図１は生理用ナプキン１の平面図であり、図２（ａ）は図１のＩＩａ－ＩＩａ線に沿った
断面図であり、図２（ｂ）は図１のＩＩｂ－ＩＩｂ線に沿った断面図であり、図３は図１
の吸収性物品の部分拡大平面図である。生理用ナプキン１は、互いに直交する長手方向Ｌ
、幅方向Ｗ及び厚さ方向Ｔを有しており、長手方向Ｌに延びる本体部１ａと、本体部１ａ
における長手方向Ｌの略中央部において幅方向Ｗの両外側に延出する一対のフラップ部１
ｂ、１ｂとを備える。図１において向って上方が生理用ナプキン１の（長手方向Ｌの）前
方であり、向って下方が生理用ナプキン１の（長手方向Ｌの）後方である。生理用ナプキ
ン１は、幅方向Ｗの中心を通り長手方向Ｌに延びる長手方向中心線ＣＬ（仮想線）と、長
手方向Ｌの中心を通り幅方向Ｗに延びる幅方向中心線ＣＷ（仮想線）を有する。長手方向
中心線ＣＬに向かう方向及び遠ざかる方向を、それぞれ幅方向Ｗの内側の方向及び外側の
方向とする。幅方向中心線ＣＷに向かう方向及び遠ざかる方向を、それぞれ長手方向Ｌの
内側の方向及び外側の方向とする。長手方向Ｌ及び幅方向Ｗを含む平面上に置いた生理用
ナプキン１を厚さ方向Ｔの上方側から見ることを「平面視」といい、平面視で把握される
形状を「平面形状」という。「肌側」及び「非肌側」とは生理用ナプキン１の装着時に、
厚さ方向Ｔにおいて相対的に装着者の肌面に近い側及び肌面から遠い側をそれぞれ意味す
る。生理用ナプキン１は、更に、長手方向Ｌの前方側に位置する長手方向端部ＥＬ１と、
後方側に位置する長手方向端部ＥＬ２と、幅方向Ｗの一方側（同左側）に位置する幅方向
端部ＥＷ１と、他方側（同右側）に位置する幅方向端部ＥＷ２とを有する。これらの定義
は生理用ナプキン１の各資材に共通に用いる。
【００２０】
　本体部１ａは、長手方向Ｌに縦長の形状を有する。縦長の形状としては、例えば角丸長
方形、楕円形、小判形、砂時計型、又はそれらに類似の形状が挙げられる。本体部１ａの
長手方向Ｌの両端部の端縁、すなわち長手方向端部ＥＬ１及び長手方向端部ＥＬ２は、略
半円形又はお椀形の形状を有する。フラップ部１ｂは、本体部１ａの幅方向Ｗの両外側に
延出する形状を有する。延出する形状としては、例えば半円形、半楕円形、台形又はそれ
らに類似の形状が挙げられる。
【００２１】
　本体部１ａは、生理用ナプキン１の肌側の表面Ｆ１を構成する液透過性の表面シート２
と、生理用ナプキン１の非肌側の表面Ｆ２を構成する液不透過性の裏面シート３と、表面
シート２と裏面シート３との間に配置された液吸収性及び液保持性の吸収体４と、を備え
る。吸収体４は、吸収性コアとそれを被覆するコアラップを含んでもよく、複数の吸収体
又は複数の吸収性コアが積層されてもよい。本体部１ａにおいて、表面シート２の非肌側
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の面と吸収体４の肌側の面とは接着剤等で接合され、吸収体４の非肌側の面と裏面シート
３の肌側の面とは接着剤等で接合され、表面シート２の非肌側の面の縁と裏面シート３の
肌側の面の縁とは接着剤で接合される。フラップ部１ｂにおいて、表面シート２の非肌側
の面の縁と裏面シート３の肌側の面の縁とは接着剤で接合される。
【００２２】
　本体部１ａの表面シート２と吸収体４とが厚さ方向Ｔに重なる領域に、装着時に着用者
の排泄口に当接する領域、すなわち排泄口当接域ＸＡが設定される。排泄口当接域ＸＡは
、例えば、吸収体４における長手方向Ｌの略中央やや前方寄りで幅方向Ｗの中央に、吸収
体４全長の約１／４～１／２の長さ、吸収体４全幅の約１／２～１／３の幅で設定される
。生理用ナプキン１は、長手方向端部ＥＬ１と長手方向端部ＥＬ２との間に、前方領域Ａ

Ｆと、中央領域ＡＣと、後方領域ＡＢと、を有する。中央領域ＡＣは、排泄口当接域ＸＡ
を含む。前方領域ＡＦは、中央領域ＡＣの長手方向Ｌの前方側に隣接し、排泄口当接域Ｘ
Ａの長手方向Ｌの前方の端部を含む。後方領域ＡＢは、中央領域ＡＣの長手方向Ｌの後方
側に隣接し、排泄口当接域ＸＡの長手方向Ｌの後方の端部を含む。
【００２３】
　吸収体４は、本体部１ａの表面シート２及び裏面シート３に包含されており、本体部１
ａよりもやや小さい、長手方向Ｌに縦長の形状を有する。縦長の形状としては、例えば角
丸長方形、楕円形、小判形、砂時計型、又はそれらに類似の形状が挙げられる。吸収体４
は、坪量が相対的に高い高坪量部ＨＢと、坪量が相対的に低い低坪量部ＬＢとを有し、本
実施の形態では、高坪量部ＨＢ１～ＨＢ４と、低坪量部ＬＢ１～ＬＢ４とを有する。低坪
量部ＬＢ１は、前方領域ＡＦと中央領域ＡＣとの境界近傍における前方領域ＡＦに、所定
幅で幅方向Ｗに延在するように配置されている。本実施の形態では、吸収体４における幅
方向Ｗの全域に亘って配置されている。低坪量部ＬＢ２、ＬＢ２は、それぞれ中央領域Ａ

Ｃおける幅方向Ｗの中央部を除いた両側に、所定幅で幅方向Ｗに延在するように配置され
ている。低坪量部ＬＢ３、ＬＢ３は、それぞれ中央領域ＡＣにおける幅方向Ｗの中央部を
除いた両側に、所定幅で幅方向Ｗに延在し、長手方向Ｌにおける低坪量部ＬＢ２、ＬＢ２
の後方に間隔を空けて配置されている。本実施の形態では、低坪量部ＬＢ２、ＬＢ２、Ｌ
Ｂ３、ＬＢ３は、それぞれ吸収体４における幅方向Ｗの端部に達するように配置されてい
る。低坪量部ＬＢ４は、後方領域ＡＢの幅方向Ｗの中央部に、所定幅で長手方向Ｌに延在
するように配置された低坪量部ＬＢ４ａと、後方領域ＡＢの長手方向Ｌの略中央部に、所
定幅で幅方向Ｗに延在し、低坪量部ＬＢ４ａと交差するように配置された低坪量部ＬＢ４
ｂと、を含む。低坪量部ＬＢは、吸収体４を構成する液吸収性及び液保持性の吸収性材料
、例えば親水性繊維や高吸収性ポリマーの坪量が相対的に低い部分であり、高坪量部ＨＢ
は、吸収体４を構成する吸収性材料の坪量が相対的に高い部分である。したがって、生理
用ナプキン１における吸収体４の低坪量部ＬＢに対応する部分（位置）は、高坪量部ＨＢ
に対応する部分（位置）よりも剛性が低いため、相対的に折り曲げ容易である。それによ
り、吸収体４の排泄口当接域ＸＡが装着時に装着者の肌に押し当てられるような形状に容
易に変形し得る。そして、生理用ナプキン１のフィット性を向上でき、装着者に快適な装
着感を与えると共に、経血の漏れを効果的に抑制できる。
【００２４】
　本体部１ａは圧搾部を備えており、例えば排泄口当接域ＸＡの周囲に圧搾部を備えてい
る。本実施の形態では、本体部１ａが、圧搾部５と、一対の圧搾部７、７と、一対の圧搾
部８、８と、圧搾部６と、を備える。各圧搾部は、表面シート２及び吸収体４を、肌側か
ら非肌側へ向かって、すなわち表面シート２側から吸収体４側へ向かって圧搾して形成さ
れる。よって、各圧搾部は、表面シート２及び吸収体４が、表面シート２側から吸収体４
側へ向かって窪んだ形状を有し、少なくとも表面シート２と吸収体４とを接合している。
【００２５】
　圧搾部５は、排泄口当接域ＸＡにおける長手方向Ｌの前方の外側に配置されている。言
い換えると、圧搾部５は、長手方向Ｌにおいて、前方領域ＡＦにおける中央の部分に配置
され、幅方向Ｗにおいて、前方領域ＡＦの中央の部分に配置されている。本実施の形態で
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は、圧搾部５はハート型のような閉じた曲線形状を有する。一対の圧搾部７、７は、排泄
口当接域ＸＡにおける長手方向Ｌの前方から中央までの部分において、幅方向Ｗの両端部
に、長手方向Ｌに沿って配置されている。言い換えると、一対の圧搾部７、７は、長手方
向Ｌにおいて、前方領域ＡＦにおける後方の端部から中央領域ＡＣにおける中央の部分に
亘って配置され、幅方向Ｗにおいて、排泄口当接域ＸＡの両端部に沿って配置されている
。本実施の形態では、各圧搾部７は緩やかな波型のような曲線形状を有し、一対の圧搾部
７、７は長手方向中心線ＣＬに対して線対称である。一対の圧搾部８、８は、排泄口当接
域ＸＡにおける長手方向Ｌの後方の部分において、幅方向Ｗの両端部に、長手方向Ｌに沿
って配置されている。すなわち、一対の圧搾部８、８は、長手方向Ｌにおいて、中央領域
ＡＣにおける後方の部分に配置され、幅方向Ｗにおいて、排泄口当接域ＸＡの両端部に沿
って配置されている。本実施の形態では、各圧搾部８は緩やかな波型のような曲線形状を
有し、一対の圧搾部８、８は長手方向中心線ＣＬに対して線対称である。圧搾部６は、排
泄口当接域ＸＡにおける長手方向Ｌの後方の外側に配置されている。言い換えると、圧搾
部５は、長手方向Ｌにおいて、後方領域ＡＢにおける中央の部分に配置され、幅方向Ｗに
おいて、後方領域ＡＢの中央の部分に配置されている。本実施の形態では、圧搾部６はハ
ート型のような閉じた曲線形状を有する。これら圧搾部５と一対の圧搾部７、７と一対の
圧搾部８、８と圧搾部６とは、排泄口当接域ＸＡを囲むように配置されている。各圧搾部
は、排泄口当接域ＸＡに排泄された排泄液の長手方向Ｌ、幅方向Ｗ及び厚さ方向Ｔへの拡
散を制御する。一対の圧搾部７、７と一対の圧搾部８、８とは折れ線となり、吸収体４の
排泄口当接域ＸＡが装着時に装着者の肌に押し当てられるような形状に変形し得る。
【００２６】
　圧搾部５、一対の圧搾部７、７、一対の圧搾部８、８及び圧搾部６の各々は、高坪量部
ＨＢに対応する位置に形成された高坪量圧搾部と、低坪量部ＬＢに対応する位置に形成さ
れた低坪量圧搾部と、を備える。ただし、高坪量部ＨＢに対応する位置とは、平面視で、
表面シート２と吸収体４との積層体における吸収体４の高坪量部ＨＢが厚さ方向Ｔに重な
る位置である。同様に、低坪量部ＬＢに対応する位置とは、平面視で、表面シート２と吸
収体４との積層体における吸収体４の低坪量部ＬＢが厚さ方向Ｔに重なる位置である。
【００２７】
　本実施の形態では、圧搾部５は高坪量圧搾部５ｂを備える。高坪量圧搾部５ｂは、高坪
量部ＨＢ１に対応する位置に形成される。一対の圧搾部７、７の各々は高坪量圧搾部７ｂ
１、７ｂ２と低坪量圧搾部７ａ１、７ａ２とを備える。各圧搾部７では、低坪量圧搾部７
ａ１、高坪量圧搾部７ｂ１、低坪量圧搾部７ａ２及び高坪量圧搾部７ｂ２が、長手方向Ｌ
の前方からこの順に並んでいる。高坪量圧搾部７ｂ１、７ｂ２は高坪量部ＨＢ２に対応す
る位置に形成され、低坪量圧搾部７ａ１、７ａ２はそれぞれ低坪量部ＬＢ１、ＬＢ２に対
応する位置に形成される。一対の圧搾部８、８の各々は高坪量圧搾部８ｂと低坪量圧搾部
８ａとを備える。各圧搾部８では、低坪量圧搾部８ａ及び高坪量圧搾部８ｂが、長手方向
Ｌの前方からこの順に並んでいる。高坪量圧搾部８ｂは高坪量部ＨＢ２に対応する位置に
形成され、低坪量圧搾部８ａは低坪量部ＬＢ３に対応する位置に形成される。圧搾部６は
高坪量圧搾部６ｂ１、６ｂ２、６ｂ３、６ｂ４と低坪量圧搾部６ａ１、６ａ２、６ａ３、
６ａ４とを備える。圧搾部６では、低坪量圧搾部６ａ１、高坪量圧搾部６ｂ１、低坪量圧
搾部６ａ２、高坪量圧搾部６ｂ２、低坪量圧搾部６ａ３、高坪量圧搾部６ｂ３、低坪量圧
搾部６ａ４及び高坪量圧搾部６ｂ４が、この順に並んでいる。低坪量圧搾部６ａ１、６ａ
２、６ａ３、６ａ４はそれぞれ低坪量部ＬＢ４（主にＬＢ４ａ）、ＬＢ４（ＬＢ４ｂ）、
ＬＢ４（主にＬＢ４ａ）、ＬＢ４（ＬＢ４ｂ）に対応する位置に形成され、高坪量圧搾部
６ｂ１、６ｂ２、６ｂ３、６ｂ４は高坪量部ＨＢ２、ＨＢ４、ＨＢ３、ＨＢ２に対応する
位置にそれぞれ形成される。
【００２８】
　各低坪量圧搾部は、第２高圧搾部と、第２高圧搾部に隣接し、第２高圧搾部よりも浅く
窪んだ第２低圧搾部とを含む。本実施の形態では、低坪量圧搾部７ａ１、７ａ２、８ａ、
６ａ１、６ａ２、６ａ３、６ａ４の各々は、第２高圧搾部２１ａと、第２高圧搾部２１ａ
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に隣接し、第２高圧搾部２１ａよりも表面シート２から浅く窪んだ第２低圧搾部２２ａと
、を含む。例えば低坪量圧搾部を代表して、図２（ａ）及び図３に示される、低坪量部Ｌ
Ｂ４ａの低坪量圧搾部６ａ３について説明する。低坪量圧搾部６ａ３は、略円形に形成さ
れた第２高圧搾部２１ａと、第２高圧搾部２１ａに隣接し、第２高圧搾部２１ａよりも浅
く窪み、略帯状に形成された第２低圧搾部２２ａを含む。第２高圧搾部２１ａは底部２１
ａＢＴと側壁部２１ａＳＷとを含み、第２低圧搾部２２ａは底部２２ａＢＴと側壁部２２
ａＳＷとを含む。
【００２９】
　ここで、第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴの高さＵａ２は、裏面シート３の肌側の
表面Ｆ３からの厚さ方向Ｔの高さである。また、第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴの
高さＵａ１は、裏面シート３の表面Ｆ３からの厚さ方向Ｔの高さである。高さＵａ２と高
さＵａ１との差はΔＵａである。低坪量部ＬＢの厚さはＴａである。第２高圧搾部２１ａ
の底部２１ａＢＴ及び第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴ及びその下方の部分は、吸収
体４の繊維が高密度に圧搾された高密度部ということができる。本実施の形態では、例え
ば、第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴの高さＵａ２は３５０～１００００μｍが挙げ
られ、第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴの高さＵａ１は１００～９０００μｍが挙げ
られる。高さＵａ２と高さＵａ１との差ΔＵａは、例えば、２５０～１０００μｍが挙げ
られる。低坪量部ＬＢの厚さＴａは、例えば、０．８～１９ｍｍが挙げられる。
【００３０】
　本実施の形態では、更に、吸収体４は、低坪量圧搾部の非肌側において、非肌側の表面
が肌側に向かって窪んで形成された凹部を有しており、低坪量圧搾部６ａ３の非肌側にお
いて第２凹部２３ａを有している。第２凹部２３ａは、平面視で第２高圧搾部２１ａ及び
第２低圧搾部２２ａと重なるように形成されている。厚さ方向Ｔにおいて、第２高圧搾部
２１ａの底部２１ａＢＴと底部２１ａＢＴに対向する第２凹部２３ａの底部との距離ΔＶ
ａは、第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴと底部２２ａＢＴに対向する第２凹部２３ａ
の底部との距離よりも小さい。また、厚さ方向Ｔにおいて、第２高圧搾部２１ａの底部２
１ａＢＴにおける表面シート２の非肌側の表面からの深さ（Ｔａ－Ｕａ１）は、底部２１
ａＢＴに対向する第２凹部２３ａの底部における裏面シート３の肌側の表面Ｆ３からの高
さＶａよりも大きくてもよいし、小さくてもよい。
【００３１】
　各高坪量圧搾部は、第１高圧搾部と、第１高圧搾部に隣接し、第１高圧搾部よりも浅く
窪んだ第１低圧搾部とを含む。本実施の形態では、高坪量圧搾部７ｂ１、７ｂ２、８ｂ、
６ｂ１、６ｂ２、６ｂ３、６ｂ４の各々は、第１高圧搾部２１ｂと、第１高圧搾部２１ｂ
に隣接し、第１高圧搾部２１ｂよりも表面シート２から浅く窪んだ第１低圧搾部２２ｂと
、を含む。例えば、高坪量圧搾部を代表して、図２（ｂ）及び図３に示される、高坪量部
ＨＢ３の高坪量圧搾部６ｂ３について説明する。高坪量圧搾部６ｂ３は、略円形に形成さ
れた第１高圧搾部２１ｂと、第１高圧搾部２１ｂに隣接し、第１高圧搾部２１ｂよりも浅
く窪み、略帯状に形成された第１低圧搾部２２ｂを含む。第１高圧搾部２１ｂは底部２１
ｂＢＴと側壁部２１ｂＳＷとを含み、第１低圧搾部２２ｂは底部２２ｂＢＴと側壁部２２
ｂＳＷとを含む。
【００３２】
　ここで、第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴの高さＵｂ２は、裏面シート３の肌側の
表面Ｆ３からの厚さ方向Ｔの高さである。また、第１高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢＴの
高さＵｂ１は、裏面シート３の表面Ｆ３からの厚さ方向Ｔの高さである。高さＵｂ２と高
さＵｂ１との差はΔＵｂである。高坪量部ＨＢの厚さはＴｂである。第１高圧搾部２１ｂ
の底部２１ｂＢＴ及び第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴ及びその下方の部分は、吸収
体４の繊維が高密度に圧搾された高密度部ということができる。本実施の形態では、例え
ば、第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴの高さＵｂ２は４５０～１２０００μｍが挙げ
られ、第１高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢＴの高さＵｂ１は１００～１００００μｍが挙
げられる。高さＵｂ２と高さＵｂ１との差ΔＵｂは、例えば、３５０～２０００μｍが挙
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げられる。高坪量部ＨＢの厚さＴｂは、１～２０ｍｍが挙げられる。
【００３３】
　本実施の形態では、更に、吸収体４は、高坪量圧搾部の非肌側において、非肌側の表面
が肌側に向かって窪んで形成された凹部を有しており、高坪量圧搾部６ｂ３の非肌側にお
いて第１凹部２３ｂを有している。第１凹部２３ｂは、平面視で第１高圧搾部２１ｂ及び
第１低圧搾部２２ｂと重なるように形成されている。厚さ方向Ｔにおいて、第１高圧搾部
２１ｂの底部２１ｂＢＴと底部２１ｂＢＴに対向する第１凹部２３ｂの底部との距離ΔＶ
ｂは、第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴと底部２２ｂＢＴに対向する第１凹部２３ｂ
の底部との距離よりも小さい。また、厚さ方向Ｔにおいて、第１高圧搾部２１ｂの底部２
１ｂＢＴにおける表面シート２の非肌側の表面からの深さ（Ｔｂ－Ｕｂ１）は、底部２１
ｂＢＴに対向する第１凹部２３ｂの底部における裏面シート３の肌側の表面Ｆ３からの高
さＶｂよりも大きくてもよいし、小さくてもよい。
【００３４】
　ここで、第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴの裏面シート３の肌側の表面Ｆ３からの
高さＵａ１と第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３からの高さ
Ｕａ２との差ΔＵａは、第１高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３

からの高さＵｂ１と第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３から
の高さＵｂ２との差ΔＵｂより小さい。したがって、ΔＵａ＜ΔＵｂである。すなわち、
低坪量部ＬＢにおいて、第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴと第２低圧搾部２２ａの底
部２２ａＢＴとの距離を相対的に小さくしている。本実施の形態では、例えば、（ΔＵｂ
－ΔＵａ）は１００～１０００μｍが挙げられる。
【００３５】
　第１高圧搾部２１ｂ及び第２高圧搾部２１ａの平面視の形状及び大きさ、すなわち底部
２１ｂＢＴ及び底部２１ａＢＴの平面視の形状及び大きさは、特に限定されない。それら
の形状は、例えば円形、楕円形、多角形、星形などが挙げられ、本実施の形態では円形で
ある。その大きさは、例えば円形の場合、直径０．５～３ｍｍ、主に吸収性能向上や硬さ
低減の観点から好ましくは１～２ｍｍが挙げられる。第１高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢ
Ｔは、吸収体４における肌側の表面から厚さ方向Ｔに所定の深さだけ離れた位置に形成さ
れる。所定の深さとしては、例えば吸収体４の高坪量部ＨＢの厚さＴｂの５０％以上、１
００％未満が挙げられる。第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴは、吸収体４における肌
側の表面から厚さ方向Ｔに所定の深さだけ離れた位置に形成される。所定の深さとしては
、例えば吸収体４の低坪量部ＬＢの厚さＴａの５０％以上、１００％以下が挙げられる。
【００３６】
　第１低圧搾部２２ｂ及び第２低圧搾部２２ａの平面視の形状及び大きさ、すなわち底部
２２ｂＢＴ及び底部２２ａＢＴの平面視の形状及び大きさは、それぞれ第１高圧搾部２１
ｂ及び第２高圧搾部２１ａを内包していれば、特に限定されない。それらの形状は、例え
ば曲線状、直線状、それらの組み合わせの帯形や、円形、楕円形、多角形形、星形などが
挙げられ、本実施の形態では所定領域を囲む帯型、及び、緩やかな曲線型である。また、
それらの大きさは、例えば帯型の場合、幅０．５～４ｍｍ、主に吸収性能向上や硬さ低減
の観点から好ましくは１～３ｍｍが挙げられる。第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴは
、吸収体４における肌側の表面から厚さ方向Ｔに所定の深さだけ離れた位置に形成される
。所定の深さとしては、例えば吸収体４の高坪量部ＨＢの厚さＴｂの３０％以上、８０％
以下が挙げられる。第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴは、吸収体４における肌側の表
面から厚さ方向Ｔに所定の深さだけ離れた位置に形成される。所定の深さとしては、例え
ば吸収体４の低坪量部ＬＢの厚さＴａの４０％以上、９０％以下が挙げられる。
【００３７】
　また、上述された各高坪量部、各低坪量部、各圧搾部（各高坪量圧搾部及び各低坪量圧
搾部、各第１高圧搾部、各第２高圧搾部、各第１低圧搾部、各第２低圧搾部）の数や位置
や形状は例示であり、本発明は、その例に限定されるものではない。
【００３８】
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　また、製造の都合上、吸収体４の搬送のタイミングと圧搾部５～８形成用の圧搾のタイ
ミングとが少しずれる場合が起こり得る。その場合、吸収体４における低坪量部ＬＢと高
坪量部ＨＢとの境界付近において、低坪量部ＬＢに高坪量圧搾部が形成される、又は、高
坪量部ＨＢに低坪量圧搾部が形成される。そうなると、高坪量部ＨＢに低坪量圧搾部の個
所が有り、吸収体４が硬くなること、又は、低坪量部ＬＢに高坪量圧搾部の個所が有り、
表面シート２が吸収体４から浮くことが考え得る。しかし、もし仮に境界付近の一部にお
いて、低坪量部ＬＢに高坪量圧搾部が形成され、又は、高坪量部ＨＢに低坪量圧搾部が形
成されたとしても、その隣には各坪量に最適な圧搾部が設けられ、それが連なっているた
め、吸収体４が硬くなったり、表面シート２が吸収体４から浮いたりする事態を防止でき
、ずれのない場合と同様の効果を奏することができる。
【００３９】
　生理用ナプキン１の本体部１ａ及び一対のフラップ部１ｂ、１ｂは、生理用ナプキン１
を着衣に固定するための複数の固定部（図示されず）を裏面シート３の肌面側に備える。
複数の固定部は剥離シート（図示されず）に被覆される。本体部１ａの複数の固定部は、
例えば生理用ナプキン１の長手方向Ｌに短冊状に延びる形状を有し、生理用ナプキン１の
幅方向Ｗに所定の間隔で配置される。フラップ部１ｂの固定部は、例えば生理用ナプキン
１の長手方向Ｌに短冊状に延びる形状を有する。生理用ナプキン１は、表面シート２と吸
収体４との間に液体の拡散を補助する補助シート（図示されず）を更に備えてもよい。
【００４０】
　表面シート２、吸収体４、裏面シート３、補助シート、固定部及び剥離シートの材料と
しては、生理用ナプキン１で一般的に用い得る公知の材料を使用できる。表面シート２の
材料としては、例えば不織布、織布、液透過孔が形成された合成樹脂フィルム、これらの
複合シートが挙げられる。不織布としては、例えば天然繊維、再生繊維、無機繊維、合成
樹脂繊維等が挙げられる。表面シート２の坪量としては、例えば５ｇ／ｍ２～１００ｇ／
ｍ２が挙げられ、２０ｇ／ｍ２～５０ｇ／ｍ２が好ましい。表面シート２の厚さとしては
、例えば０．２～５ｍｍが挙げられる。吸収体４の材料としては、例えばパルプ繊維や合
成繊維のような吸水性繊維、高吸収性ポリマー（ＳＡＰ）が挙げられる。吸収体４の繊維
の坪量としては、例えば５～１０００ｇ／ｍ２が挙げられる。このうち、高坪量部ＨＢの
坪量は、例えば１５０～１０００ｇ／ｍ２が挙げられ、吸収性の観点及び装着性の観点か
ら３００～６００ｇ／ｍ２が好ましい。一方、低坪量部ＬＢの坪量は、例えば５０～３０
０ｇ／ｍ２が挙げられ、吸収性の観点及び変形性の観点から５０～１５０ｇ／ｍ２が好ま
しい。高吸収性ポリマーの坪量は、例えば０～５００ｇ／ｍ２が挙げられ、１０～４００
ｇ／ｍ２が好ましい。吸収体４の厚さは、例えば１～５０ｍｍが挙げられ、５～３０ｍｍ
が好ましい。吸収体４が吸収性コアとコアラップとを備える場合、吸収性コアの材料とし
ては、吸水性繊維及び高吸収性ポリマーが挙げられ、コアラップの材料としては、ティッ
シュのような液透過性の親水性繊維が挙げられる。裏面シート３の材料としては、例えば
防水処理を施した不織布、合成樹脂フィルム、不織布と合成樹脂フィルムとの複合シート
、ＳＭＳ不織布等が挙げられる。補助シートの材料としては、例えば不織布、パルプ繊維
、合成繊維が挙げられる。固定部の材料としては、例えばスチレン－ブタジエン共重合体
のような粘着剤が挙げられる。剥離シートの材料としては、例えば紙や樹脂シートの基材
にシリコーン樹脂系の剥離材を塗工したものが挙げられる。各資材間の接合用の接着剤と
しては、生理用ナプキン１で用い得る公知の材料を使用でき、例えばホットメルト接着剤
が挙げられる。
【００４１】
　本実施の形態に係る生理用ナプキン１（吸収性物品）は、上述のように、圧搾部として
、高坪量部ＨＢにおいて第１高圧搾部２１ｂ及び第１低圧搾部２２ｂを有し、低坪量部Ｌ
Ｂにおいて第２高圧搾部２１ａ及び第２低圧搾部２２ａを有している。そして、低坪量部
ＬＢにおける第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴの高さＵａ１と第２低圧搾部２２ａの
底部２２ａＢＴの高さＵａ２との差ΔＵａは、高坪量部ＨＢにおける第１高圧搾部２１ｂ
の底部２１ｂＢＴの高さＵｂ１と第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴの高さＵｂ２との
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差ΔＵｂより小さくなっている。すなわち、低坪量部ＬＢにおいて、第２高圧搾部２１ａ
の底部２１ａＢＴと第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴとの距離を相対的に小さくして
いる。そのため、第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴと第２低圧搾部２２ａの底部２２
ａＢＴとの間の領域において折れ曲がりを生じ難くすることができる。すなわち、折れ曲
がり変形の折れ線（図示されず）が、底部２１ａＢＴと底部２２ａＢＴとの間の領域に位
置し難くすることができ、折れ曲がりが生じる位置を他の領域にずらすことができる。そ
れに加えて、折れ線が、仮に底部２１ａＢＴと底部２２ａＢＴとの間の領域に位置したと
しても、底部２１ａＢＴと底部２２ａＢＴとの距離が相対的に小さいので、低坪量部ＬＢ
において、折れ曲がり変形が生じるとき、底部２１ａＢＴと底部２２ａＢＴとの間に生じ
る、互いに離間する方向の力を小さくすることができる。それゆえ、吸収性物品の使用時
に、折れ曲がり変形が繰り返されても、低坪量部ＬＢでは、底部２１ａＢＴ又は底部２２
ａＢＴにおいて、その離間する方向の力により表面シート２が吸収体４から浮いたり破断
したりすることを抑制できる。それにより、第２高圧搾部２１ａや第２低圧搾部２２ａが
、排泄液の堰き止め、拡散、吸収などの作用を奏し易くすることができる。このように、
高坪量部ＨＢと低坪量部ＬＢとを有する吸収体４と、表面シート２と、を備え、表面シー
ト２側から吸収体４側へ向かって窪んだ圧搾部を有する吸収性物品において、吸収性物品
の使用時に、表面シート２が吸収体４から浮くことや、破断することを抑制することが可
能となる。
【００４２】
　本実施の形態では好ましい態様として、第１高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢＴと、第１
高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢＴに対向する第１凹部２３ｂの底部との距離ΔＶｂは、第
２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴと、第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴに対向する
第２凹部２３ａの底部との距離ΔＶaと同じであることが好ましい。ただし、同じとは、
一方の値が他方の値の±１０％以内であることをいう。すなわち、相対的に深く形成され
ている第１高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢＴの下方における吸収体４の厚さΔＶｂと、第
２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴの下方における吸収体４の厚さΔＶａとが全体的に揃
っている。言い換えると、相対的に浅く形成されている第１低圧搾部２２ｂ、第２低圧搾
部２２ａのうち、第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴと、第１低圧搾部２２ｂの底部２
２ｂＢＴに対向する第１凹部２３ｂの底部との距離は、第２低圧搾部２２ａの底部２２ａ
ＢＴと、第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴに対向する第２凹部２３ａの底部との距離
よりも大きいことが好ましい。本実施の形態では、例えば、（ΔＶｂ－ΔＶａ）は概ね０
～５０μｍが挙げられ、（第１低圧搾部２２ｂでの底部間の距離－第２低圧搾部２２ａで
の底部間の距離）は概ね２００～２０００μｍが挙げられる。
【００４３】
　その場合、生理用ナプキン１（吸収性物品）では、上記のようにΔＶｂがΔＶａとで同
じである。すなわち、相対的に深く形成されている第１高圧搾部２１ｂの底部の下方の吸
収体４の厚さと、第２高圧搾部２１ａの底部の下方の吸収体４の厚さとが全体的に揃って
いる。それにより、生理用ナプキン１の使用時に、表面シート２の破断や浮きを抑制しつ
つ、高坪量部ＨＢ及び低坪量部ＬＢのいずれにおいても、第１高圧搾部２１ｂ及び第２高
圧搾部２１ａの機能を、第１高圧搾部２１ｂ及び第２高圧搾部２１ａを含む圧搾部の全体
に同様に発揮させることができる。また、第１、第２凹部２３ａ、２３ｂが形成されるこ
とで、圧搾部において、表面シート２が吸収体４の内部へ押し込まれている程度を、圧搾
時（製造時）に表面シート２が吸収体４の内部へ押し込まれる程度と比較して小さくする
ことができる。それにより、表面シート２が吸収体４から剥がれることを抑制できる。
【００４４】
　本実施の形態の形態では好ましい態様として、第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴの
裏面シート３の肌側の表面Ｆ３からの高さＵａ２と第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴ
の裏面シート３の表面Ｆ３からの高さＵａ１との差ΔＵａは、第１低圧搾部２２ｂの底部
２２ｂＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３からの高さＵｂ２と第１高圧搾部２１ｂの底部２１
ｂＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３からの高さＵｂ１との差ΔＵｂの３０％以上、８０％以
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下であることが好ましい。すなわち、ΔＵａ／ΔＵｂ＝０．３～０．８である。本実施の
形態では、例えば、ΔＵａが３００～８００μｍ、ΔＵｂが１０００μｍの場合、ΔＵａ
／ΔＵｂは３０％～８０％である。
【００４５】
　その場合、生理用ナプキン１（吸収性物品）では、上記のように、低坪量部ＬＢでのΔ
Ｕａが、高坪量部ＨＢでのΔＵｂ（１００％）の３０％以上、８０％以下であるため、表
面シート２における、低坪量部ＬＢの第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴの位置と、第
２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴの位置との差が大きくなることを抑制できる。したが
って、表面シート２の破断・浮きをより抑制することができる。ただし、ΔＵａがΔＵｂ
の８０％超えの場合、低坪量部ＬＢのΔＵａが相対的に大きくなり、表面シート２の破断
・浮きを抑制する効果が低下する。ΔＵａがΔＵｂの３０％未満の場合、低坪量部ＬＢの
ΔＵａが相対的に小さくなるため、低坪量部ＬＢにおいて、第２低圧搾部２２ａの底部２
２ａＢＴが、第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴに接近して、第２高圧搾部２１ａの底
部２１ａＢＴの面積が実質的に拡大することになる。それゆえ、低坪量圧搾部が硬くなり
、低坪量部ＬＢが折り曲げ変形し難くなり、装着者が違和感を覚える可能性も生じ得る。
【００４６】
　本実施の形態では好ましい態様として、第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴの裏面シ
ート３の肌側の表面Ｆ３からの高さＵｂ２と第１高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢＴの裏面
シート３の表面Ｆ３からの高さＵｂ１との差ΔＵｂは、第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂ
ＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３からの高さＵｂ２の３０％以上、１００％以下であること
が好ましい。また、第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３から
の高さＵａ２と第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３からの高
さＵａ１との差ΔＵａは、第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴの裏面シート３の表面Ｆ

３からの高さＵａ２の３０％以上、１００％以下であることが好ましい。すなわち、ΔＵ
ｂ／Ｕｂ２＝０．３～１であり、ΔＵａ／Ｕａ２＝０．３～１である。本実施の形態では
、例えば、ΔＵｂが５００μｍ、Ｕｂ２が５００μｍ～１６００μｍの場合、ΔＵｂ／Ｕ
ｂ２は３１％～１００％であり、ΔＵａが４００μｍ、Ｕａ２が４００μｍ～１３００μ
ｍの場合、ΔＵａ／Ｕａ２は３１％～１００％である。
【００４７】
　その場合、生理用ナプキン１（吸収性物品）では、上記のように、高坪量部ＨＢでのΔ
Ｕｂは、Ｕｂ２（１００％）の２０％以上、１００％以下である。そして、低坪量部ＬＢ
でのΔＵａは、Ｕａ２（１００％）の２０％以上、１００％以下である。このように、各
高さの関係を、上記の範囲に設定することにより、表面シート２の破断・浮きをより抑制
できる。それにより、第１高圧搾部２１ｂ、第２高圧搾部２１ａや第１低圧搾部２２ｂ、
第２低圧搾部２２ａが、排泄液の堰き止め、拡散、吸収などの作用を奏し易くできる。
【００４８】
　本実施の形態では好ましい態様として、高坪量圧搾部６ｂ１～６ｂ４、７ｂ１、７ｂ２
、８ｂと低坪量圧搾部６ａ１～６ａ４、７ａ１、７ａ２、８ａとは、それぞれ連続的に互
いに隣接して形成されていることが好ましい。そして、第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂ
ＢＴの裏面シート３の肌側の表面Ｆ３からの高さＵｂ２と第２低圧搾部２２ａの底部２２
ａＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３からの高さＵａ２との差は、第２高圧搾部２１ａの底部
２１ａＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３からの高さＵａ１と第２低圧搾部２２ａの底部２２
ａＢＴの裏面シート３の表面Ｆ３からの高さＵａ２との差ΔＵａよりも小さいことが好ま
しい。すなわち、高坪量圧搾部６ｂ１～６ｂ４、７ｂ１、７ｂ２、８ｂ及び低坪量圧搾部
６ａ１～６ａ４、７ａ１、７ａ２、８ａにおける、第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴ
の高さＵｂ２と第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴの高さＵａ２との差が相対的に小さ
く形成されている。すなわち、（Ｕｂ２－Ｕａ２）＜（Ｕａ１－Ｕａ２）＝ΔＵａである
。本実施の形態では、例えば、（Ｕｂ２－Ｕａ２）は概ね５０～３００μｍが挙げられ、
（Ｕａ１－Ｕａ２）＝ΔＵａは、３００～８００μｍが挙げられる。
【００４９】
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　その場合、生理用ナプキン１（吸収性物品）では、上記のように、高坪量圧搾部と低坪
量圧搾部とは連続的に互いに隣接して形成され、Ｕｂ２とＵａ２との差が、ΔＵａよりも
小さく、よって相対的に小さく形成されている。それゆえ、連続的に形成される第１低圧
搾部２２ｂと第２低圧搾部２２ａにおいて、底部２２ｂＢＴと底部２２ａＢＴとの段差を
小さくできる。したがって、その段差にて表面シート２が剥がれたり、浮いたりすること
を抑制しつつ、高坪量部ＨＢ及び低坪量部ＬＢのいずれにおいても、連続的に形成される
各圧搾部（高坪量圧搾部と低坪量圧搾部）の機能を各圧搾部全体に同様に発揮させること
ができる。
【００５０】
　本実施の形態では好ましい態様として、低坪量圧搾部（例示：低坪量圧搾部６ａ１）は
、平面視で、交差した、又は、鋭角に曲がった形状を有することが好ましい。すなわち、
生理用ナプキン１の低坪量部ＬＢ４に対応する位置には、平面視で、交差した又は鋭角に
曲がった圧搾部（低坪量圧搾部６ａ１）が存在していることが好ましい。
【００５１】
　その場合、生理用ナプキン１（吸収性物品）では、上記のような圧搾部（例示：低坪量
圧搾部）は、生理用ナプキン１へ排泄される排泄液を所望の方向へ誘導する場合などで用
いられるが、交差した箇所や角の箇所は硬くなりやすく、着用者に違和感を覚えさせるお
それがある。そこで、生理用ナプキン１では、交差した箇所や角の箇所を低坪量部ＬＢに
形成しているので、それらの箇所が硬くなることを抑制できる。それにより、生理用ナプ
キン１の使用時に、表面シート２の破断や浮きを抑制しつつ、圧搾部の交差した箇所や、
角の箇所の硬さを抑制できる。
【００５２】
　本実施の形態では好ましい態様として、高坪量圧搾部６ｂ１～６ｂ４、７ｂ１、７ｂ２
、８ｂと低坪量圧搾部６ａ１～６ａ４、７ａ１、７ａ２、８ａとは、吸収性物品の排泄口
当接域ＸＡの幅方向Ｗの両外側に、長手方向Ｌに沿って、連続的に互いに隣接して形成さ
れていることが好ましい。
【００５３】
　その場合、生理用ナプキン１（吸収性物品）では、上記のように、排泄口当接域ＸＡの
幅方向Ｗの両外側に、長手方向Ｌに沿って、連続的に延びる圧搾部が形成されているので
、生理用ナプキン１の使用時に、吸収体４の坪量に関係なく、排泄液を長手方向Ｌに沿っ
て拡散させることができる。それと共に、排泄口当接域ＸＡの幅方向Ｗの両外側を長手方
向Ｌに沿って折り曲げ変形（例示：略Ｗ型に変形）させることができる。それにより、表
面シート２の破断や浮きを抑制しつつ、吸収性能を向上できると共に、生理用ナプキン１
を装着者の身体によりフィットさせることができる。
【００５４】
　別の実施の形態として、生理用ナプキン１の吸収体４において、長手方向Ｌ及び幅方向
Ｗの中央の部分の嵩が長手方向Ｌの両端の部分及び幅方向Ｗの両側の部分に比較して高く
てもよい。すなわち、吸収体４は、長手方向Ｌ及び幅方向Ｗの中央の部分の嵩が長手方向
Ｌの両端の部分及び幅方向Ｗの両側の部分に比較して高い構造、すなわち中高構造を有し
てもよい。ただし、吸収体４は、長手方向Ｌの中央の部分の嵩だけが長手方向Ｌの両端の
部分に比較して高くてもよいし、幅方向Ｗの中央の部分の嵩だけが幅方向Ｗの両側の部分
に比較して高くてもよい。このような中高構造の形成方法としては、例えば、吸収体４の
中央の部分の坪量をその周りの部分の坪量よりも高くする方法や、吸収体４の中央の部分
の周りの部分を圧搾加工（エンボス加工）する方法や、吸収体４の中央の部分にクッショ
ンシートや別の吸収体を設ける方法などが挙げられる。これにより、排泄口当接域ＸＡが
排泄口により確実に接することができる。
【００５５】
　次に、本実施の形態に係る生理用ナプキン１の製造方法について説明する。図４は、生
理用ナプキン１の製造装置３００の構成例を示す模式図である。生理用ナプキン１の製造
装置３００は、第１ユニット３００Ａと、第２ユニット３００Ｂと、第３ユニット３００
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Ｃと、第４ユニット３００Ｄと、を備える。生理用ナプキン１の製造方法は、第１工程～
第４の形成工程、を備える。この例では、生理用ナプキン１の長手方向Ｌが搬送方向ＭＤ
となるようにして各資材が形成され、搬送される。ただし、生理用ナプキン１の幅方向Ｗ
が搬送方向ＭＤとなるようにして各資材が形成され、搬送されてもよい。
【００５６】
　第１工程は、第１ユニット３００Ａで実施される。第１ユニット３００Ａは、積繊装置
１１０と、搬送ベルト１１５と、サクション装置１１６と、塗布装置３０１と、塗布装置
３０２と、押圧装置１２０と、切断装置１３０と、を備える。積繊装置１１０は、材料供
給器１１３と、パターンプレート１１２を有し負圧室１１１Ｎ及び正圧室１１１Ｐを含む
回転ドラム１１１と、を備える。
【００５７】
　第１工程では、まず、回転ドラム１１１が回転され、材料供給器１１３から供給された
積繊材料が、パターンプレート１１２の負圧室１１１Ｎに連通した溝内に堆積し、溝内に
積繊体ＡＢが形成される。ここで、パターンプレート１１２の溝には、深い溝、すなわち
高坪量部ＨＢ形成用の溝と、浅い溝、すなわち低坪量部ＬＢ形成用の溝とが形成されてい
る。そして、積繊材料が、深い溝に堆積されることで高坪量の部分が形成され、浅い溝に
堆積されることで低坪量の部分が形成される。次に、パターンプレート１１２が積繊体Ａ
Ｂと共に正圧室１１１Ｐに到達すると、積繊体ＡＢがパターンプレート１１２から離脱さ
れる。一方、連続シート状の上層ティッシュシートＵＴがロールＷＲ１から搬送ベルト１
１５に供給される。上層ティッシュシートＵＴの一方の面には塗布装置３０１によりホッ
トメルト接着剤が塗布されている。そして、積繊体ＡＢは、搬送ベルト１１５上の上層テ
ィッシュシートＵＴの一方の面の上に押し付けられる。それにより、積繊体ＡＢと上層テ
ィッシュシートＵＴとが積層された第１半製品Ｐ１が形成される。第１半製品Ｐ１はサク
ション装置１１６で吸引されつつ、搬送ベルト１１５で搬送される。
【００５８】
　次に、連続シート状の下層ティッシュシートＬＴがロールＷＲ２から搬送ベルト１１５
に供給される。下層ティッシュシートＬＴの一方の面には塗布装置３０２によりホットメ
ルト接着剤が塗布されている。下層ティッシュシートＬＴの一方の面が搬送ベルト１１５
上の第１半製品Ｐ１に押し付けられる。それにより、下層ティッシュシートＬＴと第１半
製品Ｐ１（積繊体ＡＢと上層ティッシュシートＵＴ）とが積層された第２半製品Ｐ２が形
成される。次に、第２半製品Ｐ２は押圧装置１２０で押圧され、切断装置１３０で吸収体
４の形状に切断される。それにより第３半製品Ｐ３が形成される。第３半製品Ｐ３は、実
質的には吸収体４（ただし、高坪量圧搾部・低坪量圧搾部なし）であり、積繊体ＡＢが吸
収性コアであり、上層・下層ティッシュシートＵＴ・ＬＴがコアラップである。第３半製
品Ｐ３は搬送ロール１４１へ受け渡される。
【００５９】
　次いで、第２工程は、第２ユニット３００Ｂで実施される。第２ユニット３００Ｂは、
搬送ロール１４１と搬送ベルト１４０と塗布装置３０３とを備える。第２工程では、連続
シート状の表面シートＴＳがロールＷＲ３から搬送ベルト１４０に供給される。表面シー
トＴＳの一方の面に塗布装置３０３によりホットメルト接着剤が塗布される。搬送ロール
１４１から供給される第３半製品Ｐ３は、表面シートＴＳの一方の面に押し付けられる。
それにより、第３半製品Ｐ３（吸収体４）と表面シートＴＳとが積層された積層体である
第４半製品Ｐ４が形成される。第４半製品Ｐ４は搬送ベルト１４０で圧搾装置１５０へ供
給される。
【００６０】
　次いで、第３工程は、第３ユニット３００Ｃで実施される。第３ユニット３００Ｃは、
一対の第１ロール１５１及び第２ロール１５２を有する圧搾装置１５０を備える。第３工
程では、第４半製品Ｐ４が圧搾装置１５０の一対の第１ロール１５１及び第２ロール１５
２に圧搾され、図１～図３により説明された複数の圧搾部５～８が同時に形成される。そ
れにより、複数の圧搾部５～８を備える第５半製品Ｐ５が形成される。このとき、表面シ
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ートＴＳのテンションや表面シートＴＳ及びホットメルト接着剤の坪量等を制御すること
により、第５半製品Ｐ５における圧搾部５～８と反対側の面には、第１凹部２３ｂ及び第
２凹部２３ａが形成される。第５半製品Ｐ５は搬送ロール１６０に受け渡される。なお、
圧搾装置１５０とは別の圧搾装置を更に備え、複数の圧搾部５、６を例えば圧搾装置１５
０で形成し、圧搾部７、８を別の圧搾装置で形成してもよい。
【００６１】
　ただし、第４半製品Ｐ４を圧搾装置１５０に供給する工程は、圧搾装置１５０（一対の
第１ロール１５１及び第２ロール１５２の隙間）に、表面シートＴＳと吸収体４（第３半
製品Ｐ３）とが積層された積層体（第４半製品Ｐ４）を、表面シートＴＳが第１ロール１
５１に対面するように供給する供給工程と見ることができる。また、第４半製品Ｐ４が圧
搾装置１５０の一対の第１ロール１５１及び第２ロール１５２で圧搾され、複数の圧搾部
５～８を形成する工程は、高坪量部ＨＢに対応する位置に第１高圧搾部２１ｂ及び第１低
圧搾部２２ｂを形成し、低坪量部ＬＢに対応する位置に第２高圧搾部２１ａ及び第２低圧
搾部２２ａを形成する形成工程と見ることができる。
【００６２】
　ここで、圧搾装置１５０について説明する。圧搾装置１５０の一対の第１ロール１５１
及び第２ロール１５２は、互いに対面配置され、逆方向に回転するロールである。第１ロ
ール１５１の回転方向はＳ１であり、第２ロール１５２の回転方向はＳ２である。第１ロ
ール１５１は、外周面に配置された凸部を備えている。第２ロール１５２は、外周面が平
滑な面を有している。圧搾装置１５０は、第１ロール１５１と第２ロール１５２との間に
供給される第３半製品Ｐ３（吸収体４）と表面シートＴＳとの積層体である第４半製品Ｐ
４に複数の圧搾部５～８を形成する。以下、更に説明する。
【００６３】
　図５～図６は、圧搾装置１５０の第１ロール１５１の凸部３１の構成例を示す図である
。ただし、図５は第１ロール１５１の凸部３１のパターンを平面状に展開した構成例を示
す図である。図６（ａ）は図５のＶＩａ－ＶＩａ線に沿った凸部３１の断面図である。図
６（ｂ）は図５のＶＩｂ－ＶＩｂ線に沿った凸部３１の断面図である。また、図６（ｃ）
はＶＩａ－ＶＩａ線方向から見た凸部３１の部分側面図である。図６（ｂ）はＶＩｂ－Ｖ
Ｉｂ線から見た凸部３１の部分側面図である。
【００６４】
　図５に示すように、第１ロール１５１の外周面には、凸部３１として、外周面から略垂
直に立設された凸状の凸部３５、一対の凸部３７、３７、一対の凸部３８、３８、及び凸
部３６が形成されている。凸部３５、一対の凸部３７、３７、一対の凸部３８、３８、及
び凸部３６は、それぞれ圧搾部５、一対の圧搾部７、７、一対の圧搾部８、８、及び圧搾
部６に対応する形状を有しており、それら圧搾部を形成するために、第１ロール１５１の
外周面上のそれら圧搾部に対応する位置に配置されている。したがって、各凸部を第１ロ
ール１５１の半径方向から見た形状は、対応する圧搾部の平面視の形状と概ね同一である
。本実施の形態では、凸部３５～３８は、凸部３５から凸部３６に向かう方向が、第１ロ
ール１５１の周面方向（回転方向Ｓ１）に沿う方向となるように外周面に配置されている
。ただし、凸部３５～３８は、凸部３５から凸部３６に向かう方向が、周面方向に垂直な
方向に沿う方向となるように外周面に配置されていてもよい。
【００６５】
　凸部３５は、圧搾部５用の凸部である。凸部３５は、高坪量圧搾部５ｂを形成するため
の、すなわち高坪量部ＨＢを圧搾するための高坪量用凸部３５ｂを備えている。本実施の
形態では、凸部３５は、圧搾部５の形状に対応してハート型のような閉じた曲線形状を有
する。一対の凸部３７、３７は、一対の圧搾部７、７用の凸部である。一対の凸部３７、
３７の各々は、高坪量圧搾部７ｂ１、７ｂ２を形成するための、すなわち高坪量部ＨＢを
圧搾するための高坪量用凸部３７ｂ１、３７ｂ２と、低坪量圧搾部７ａ１、７ａ２を形成
するための、すなわち低坪量部ＬＢを圧搾するための低坪量用凸部３７ａ１、３７ａ２と
を備えている。各凸部３７では、低坪量用凸部３７ａ１、高坪量用凸部３７ｂ１、低坪量
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用凸部３７ａ２及び高坪量用凸部３７ｂ２が、凸部３５から凸部３６に向かう方向に、こ
の順に並んでいる。本実施の形態では、各凸部３７は、各圧搾部７の形状に対応して、緩
やかな波型のような曲線形状を有し、一対の各凸部３７、３７は凸パターンにおける幅方
向の中心を通り長手方向に延びる中央線に対して線対称である。一対の凸部３８、３８は
、一対の圧搾部８、８用の凸部である。一対の凸部３８、３８の各々は、高坪量圧搾部８
ｂを形成するための、すなわち高坪量部ＨＢを圧搾するための高坪量用凸部３８ｂと、低
坪量圧搾部８ａを形成するための、すなわち低坪量部ＬＢを圧搾するための低坪量用凸部
３８ａとを備えている。各凸部３８では、低坪量用凸部３８ａ、及び高坪量用凸部３８ｂ
が、凸部３５から凸部３６に向かう方向に、この順に並んでいる。本実施の形態では、各
凸部３８は、各圧搾部８の形状に対応して、緩やかな波型のような曲線形状を有し、一対
の各凸部３８、３８は凸パターンにおける幅方向の中心を通り長手方向に延びる中央線に
対して線対称である。凸部３６は、圧搾部６用の凸部である。凸部３６は、高坪量圧搾部
６ｂ１、６ｂ２、６ｂ３、６ｂ４を形成するための、すなわち高坪量部ＨＢを圧搾するた
めの高坪量用凸部３６ｂ１、３６ｂ２、３６ｂ３、及び３６ｂ４と、低坪量圧搾部６ａ１
、６ａ２、６ａ３、６ａ４を形成するための、すなわち低坪量部ＬＢを圧搾するための低
坪量用凸部３６ａ１、３６ａ２、３６ａ３、及び３６ａ４とを備えている。凸部３６では
、低坪量用凸部３６ａ１、高坪量用凸部３６ｂ１、低坪量用凸部３６ａ２、高坪量用凸部
３６ｂ２、低坪量用凸部３６ａ３、高坪量用凸部３６ｂ３、低坪量用凸部３６ａ４、及び
高坪量用凸部３６ｂ４、が、この順に並んでいる。本実施の形態では、凸部３６は、圧搾
部６の形状に対応してハート型のような閉じた曲線形状を有する。
【００６６】
　各低坪量用凸部は、第２高圧搾用凸部分と、第２高圧搾用凸部分に隣接する第２低圧搾
用凸部分と、を含む。本実施の形態では、低坪量用凸部３７ａ１、３７ａ２、３８ａ、３
６ａ１、３６ａ２、３６ａ３、及び３６ａ４の各々は、第２高圧搾部２１ａを形成する第
２高圧搾用凸部分４１ａと、第２高圧搾用凸部分４１ａに隣接し、第２低圧搾部２２ａを
形成する第２低圧搾用凸部分４２ａと、を含んでいる。例えば、低坪量用凸部の代表とし
て図６（ａ）に示される、凸部３６の低坪量用凸部３６ａ３は、第１ロール１５１の外周
面（図の基線で表示）に立設された第２低圧搾用凸部分４２ａと、第２低圧搾用凸部分４
２ａの上面に立設された第２高圧搾用凸部分４１ａと、を含む。本実施の形態では、第２
低圧搾用凸部分４２ａは両側面が外周面に垂直な壁状であり、上面が両側面に対してテー
パー状に傾いている。第２高圧搾用凸部分４１ａは錐台状（例示：円錐台）である。この
場合、第２低圧搾用凸部分４２ａ（の頂面）の高さ、すなわち第１ロール１５１の外周面
（図の基線で表示）からの高さはＨａ２であり、第２高圧搾用凸部分４１ａ（の頂面）の
高さ、すなわち第１ロール１５１の外周面（図の基線で表示）からの高さはＨａ１である
。すなわち、Ｈａ１＞Ｈａ２である。したがって、圧搾部を形成するとき、第２高圧搾用
凸部分４１ａは、第２低圧搾用凸部分４２ａよりも深く吸収体４を押圧できる。ここで、
第２低圧搾用凸部分４２ａの高さＨａ２は、例えば、１．８～５．６ｍｍでが挙げられる
。第２低圧搾用凸部分４２ａの幅ｄａ２は、例えば、１～５ｍｍが挙げられる。第２高圧
搾用凸部分４１ａの高さＨａ１は、例えば、２～６ｍｍが挙げられる。第２高圧搾用凸部
分４１ａの幅ｄａ１は、例えば、０．５～４ｍｍが挙げられる。高さＨａ２と高さＨａ１
との差ΔＨａは、例えば、０．１～０．４ｍｍが挙げられる。
【００６７】
　各高坪量用凸部は、第１高圧搾用凸部分と、第１高圧搾用凸部分に隣接する第１低圧搾
用凸部分と、を含む。本実施の形態では、高坪量用凸部３５ｂ、３７ｂ１、３７ｂ２、３
８ｂ、３６ｂ１、３６ｂ２、３６ｂ３、及び３６ｂ４の各々は、第１高圧搾部２１ｂを形
成する第１高圧搾用凸部分４１ｂと、第１高圧搾用凸部分４１ｂに隣接し、第１低圧搾部
２２ｂを形成する第１低圧搾用凸部分４２ｂと、を含んでいる。例えば、高坪量用凸部の
代表として図６（ｂ）に示される、凸部３６の高坪量用凸部３６ｂ３は、第１ロール１５
１の外周面（図の基線で表示）に立設された第１低圧搾用凸部分４２ｂと、第１低圧搾用
凸部分４２ｂの上面に立設された第１高圧搾用凸部分４１ｂと、を含む。本実施の形態で
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は、第１低圧搾用凸部分４２ｂは両側面が外周面に垂直な壁状であり、上面が両側面に対
してテーパー状に傾いている。第１高圧搾用凸部分４１ｂは錐台状（例示：円錐台）であ
る。この場合、第１低圧搾用凸部分４２ｂ（の頂面）の高さ、すなわち第１ロール１５１
の外周面（図の基線で表示）からの高さはＨｂ２であり、第１高圧搾用凸部分４１ｂ（の
頂面）の高さ、すなわち第１ロール１５１の外周面（図の基線で表示）からの高さはＨｂ
１である。すなわち、Ｈｂ１＞Ｈｂ２である。したがって、圧搾部を形成するとき、第１
高圧搾用凸部分４１ｂは、第１低圧搾用凸部分４２ｂよりも深く吸収体４を押圧できる。
第１低圧搾用凸部分４２ｂの高さＨｂ２は、例えば、１．７～５．４ｍｍが挙げられる。
第１低圧搾用凸部分４２ｂの幅ｄｂ２は、例えば、１～５ｍｍが挙げられる。第１高圧搾
用凸部分４１ｂの高さＨｂ１は、例えば、２～６ｍｍが挙げられる。第１高圧搾用凸部分
４１ｂの幅ｄｂ１は、例えば、０．５～４ｍｍが挙げられる。高さＨｂ２と高さＨｂ１と
の差ΔＨｂは、例えば、０．２～０．６ｍｍが挙げられる。
【００６８】
　ここで、本実施の形態では、第２低圧搾用凸部分４２ａの高さＨａ２は、第１高圧搾用
凸部分４１ｂの高さＨｂ１と第１低圧搾用凸部分４２ｂの高さＨｂ２との間の大きさであ
る。そして、第２高圧搾用凸部分４１ａの高さＨａ１と第２低圧搾用凸部分４２ａの高さ
Ｈａ２との差ΔＨａは、第１高圧搾用凸部分４１ｂの高さＨｂ１と第１低圧搾用凸部分４
２ｂの高さＨｂ２との差ΔＨｂより小さい。すなわち、ΔＨａ＜ΔＨｂである。ここで、
（ΔＨｂ－ΔＨａ）は、例えば０．１～０．５ｍｍが挙げられる。
【００６９】
　それにより、第４半製品Ｐ４、すなわち第３半製品Ｐ３（吸収体４）と表面シートＴＳ
との積層体において、第２高圧搾部２１ａの底部２１ａＢＴにおける吸収体４の非肌側の
表面からの高さＵａ１と第２低圧搾部２２ａの底部２２ａＢＴにおける吸収体４の非肌側
の表面からの高さＵａ２との差ΔＵａを、第１高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢＴにおける
吸収体４の非肌側の表面からの高さＵｂ１と第１低圧搾部２２ｂの底部２２ｂＢＴにおけ
る吸収体４の非肌側の表面からの高さＵｂ２との差ΔＵｂより小さくできる。すなわち、
ΔＵａ＜ΔＵｂとすることができる。
【００７０】
　本実施の形態では、図６（ｃ）に示すように、各低坪量用凸部では、第２高圧搾用凸部
分４１ａと第２低圧搾用凸部分４２ａとが、低坪量用凸部が延在する方向に交互に連続的
に並んでいる。同様に、図６（ｄ）に示すように、各高坪量用凸部では、第１高圧搾用凸
部分４１ｂと第１低圧搾用凸部分４２ｂとが、高坪量用凸部が延在する方向に交互に連続
的に並んでいる。
【００７１】
　次いで、再び図４を参照すると、第４工程は、第４ユニット３００Ｄで実施される。第
４ユニット３００Ｄは、搬送ロール１６０と、搬送ロール１６１と、塗布装置３０４と、
周囲切断装置１７０と、を備える。第４工程では、連続シート状の裏面シートＢＳがロー
ルＷＲ４から搬送ロール１６１に供給される。裏面シートＢＳの一方の面には塗布装置３
０４によりホットメルト接着剤が塗布される。搬送ロール１６１から供給される裏面シー
トＢＳは、第５半製品Ｐ５の一方の面に搬送ロール１６０上で押し付けられる。それによ
り、第５半製品Ｐ５と裏面シートＢＳとが積層された第６半製品Ｐ６が形成される。続い
て、第６半製品Ｐ６が周囲切断装置１７０により周囲部分を切断され、生理用ナプキン１
の形状に分離される。それにより第７半製品Ｐ７が形成される。第７半製品Ｐ７は、実質
的に生理用ナプキン１（図１）である。
【００７２】
　以上のようにして、生理用ナプキン１が製造される。
【００７３】
　なお、上述された、各低坪量部、各凸部（各高坪量凸部及び各低坪量凸部、各第１高圧
搾用凸部分、各第２高圧搾用凸部分、各第１低圧搾用凸部分、各第２低圧搾用凸部分）の
数や位置や形状は例示であり、本発明は、その例に限定されるものではない。
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【００７４】
　また、製造の都合上、吸収体４の搬送のタイミングと圧搾部５～８形成用の圧搾のタイ
ミングとが少しずれる場合を考慮して、低坪量用凸部や高坪量用凸部を形成してもよい。
例えば、低坪量部ＬＢの圧搾をほぼ確実に低坪量用凸部で行いたい場合、低坪量用凸部の
延在する方向の長さを、低坪量部ＬＢの長さよりも長く、かつ、タイミングよく圧搾が行
われた場合に低坪量部ＬＢの両側の高坪量部ＨＢに低坪量圧搾部が少しずつはみ出すよう
な長さにしてもよい。この場合、タイミングが早い場合でも遅い場合でも、低坪量部ＬＢ
の圧搾をほぼ確実に低坪量用凸部で行うことができる。あるいは、例えば、タイミングが
早くなる場合及び遅くなる場合のいずれか一方しか起こらないときには、低坪量用凸部の
延在する方向の長さを、低坪量部ＬＢの長さよりも長く、かつ、タイミングよく圧搾が行
われた場合に低坪量部ＬＢの一方の側（タイミングのずれの起き易さで選択）の高坪量部
ＨＢに低坪量圧搾部が少しはみ出すような長さにしてもよい。この場合、タイミングがず
れた場合でも、低坪量部ＬＢの圧搾をほぼ確実に低坪量用凸部で行うことができる。ある
いは、例えば、高坪量部ＨＢの圧搾をほぼ確実に高坪量用凸部で行いたい場合、高坪量用
凸部の延在する方向の長さを、高坪量部ＬＢの長さよりも長く、かつ、タイミングよく圧
搾が行われた場合に高坪量部ＨＢの両側の低坪量部ＬＢに高坪量圧搾部が少しずつはみ出
すような長さにしてもよい。この場合、タイミングが早い場合でも遅い場合でも、高坪量
部ＨＢの圧搾をほぼ確実に高坪量用凸部で行うことができる。なお、これらの場合、低坪
量部ＬＢと高坪量部ＨＢとの境界付近において、低坪量部ＬＢに高坪量圧搾部が形成され
る、又は、高坪量部ＨＢに低坪量圧搾部が形成され得る。そうなると、高坪量部ＨＢに低
坪量圧搾部の個所が有り、吸収体４が硬くなること、又は、低坪量部ＬＢに高坪量圧搾部
の個所が有り、表面シート２が吸収体４から浮くことが考え得る。しかし、境界付近の一
部において、低坪量部ＬＢに高坪量圧搾部が形成され、又は、高坪量部ＨＢに低坪量圧搾
部が形成されたとしても、その隣には各坪量に最適な圧搾部が設けられ、それが連なって
いるため、吸収体４が硬くなったり、表面シート２が吸収体４から浮いたりする事態を防
止でき、ずれのない場合と同様の効果を奏することができる。
【００７５】
　上述の本実施の形態では、第３半製品Ｐ３（吸収体４）と表面シートＴＳとの積層体で
ある第４半製品Ｐ４において、第２高圧搾用凸部分４１ａによる圧搾の程度と第２低圧搾
用凸部分４２ａによる圧搾の程度との差は、第１高圧搾用凸部分４１ｂによる圧搾の程度
と第１低圧搾用凸部分４２ｂによる圧搾の程度との差より小さいということができる。
【００７６】
　本製造方法では、低坪量用凸部の第２高圧搾用凸部分４１ａ及び第２低圧搾用凸部分４
２ａにより第２高圧搾部２１ａ及び第２低圧搾部２２ａを形成し、高坪量用凸部の第１高
圧搾用凸部分４１ｂ及び第１低圧搾用凸部分４２ｂにより第１高圧搾部２１ｂ及び第１低
圧搾部２２ｂを形成する。そして、低坪量部ＬＢにおける第２高圧搾用凸部分４１ａによ
る圧搾の程度と第２低圧搾用凸部分４２ａによる圧搾の程度との差は、高坪量部ＨＢにお
ける第１高圧搾用凸部分４１ｂによる圧搾の程度と第１低圧搾用凸部分４２ｂによる圧搾
の程度との差より小さくする。すなわち、低坪量部ＬＢにおいて、第２高圧搾部２１ａで
の圧搾の程度と第２低圧搾部２２ａでの圧搾の程度との差を相対的に小さくする一方、高
坪量部ＨＢにおいて、第１高圧搾部２１ｂでの圧搾の程度と第１低圧搾部２２ｂでの圧搾
の程度との差を相対的に大きくする。それにより、高坪量部ＨＢにおいては、第１高圧搾
部２１ｂの圧搾の程度が相対的に大きくなり、第１低圧搾部２２ｂの圧搾の程度が相対的
に小さくなる。したがって、第１高圧搾用凸部分４１ｂが吸収体４（高坪量部ＨＢ）を十
分に圧搾でき、第１高圧搾部２１ｂの底部２１ｂＢＴから表面シート２が剥がれて浮くこ
とを抑制できる。一方、低坪量部ＬＢにおいては、第２高圧搾部２１ａの圧搾の程度が相
対的に小さくなり、第２低圧搾部２２ａの圧搾の程度が相対的に大きくなる。したがって
、表面シート２が第２低圧搾用凸部分４２ａで押圧される程度と第２高圧搾用凸部分４１
ａで押圧される程度の差を相対的に抑制できる。したがって、表面シート２が破断したり
、破断により吸収体４（低坪量部ＬＢ）から浮いたりすることを抑制できる。それらによ
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り、第１高圧搾部２１ｂ、第２高圧搾部２１ａや第１低圧搾部２２ｂ、第２低圧搾部２２
ａが、排泄液の堰き止め、拡散、吸収などの作用を奏し易くすることができる。このよう
に高坪量部ＨＢと低坪量部ＬＢとを有する吸収体４と、表面シート２と、を備える吸収性
物品の製造方法において、表面シート２と吸収体４とを圧搾して圧搾部５～８を形成する
とき、表面シート２が吸収体４から浮くことや、破断することを抑制することが可能とな
る。
【００７７】
　＜高さ＞
　圧搾部の底部の裏面シートの肌側の表面からの高さの測定は以下の方法で測定した。（
１）吸収性物品を、測定対象部分を中心に２５ｍｍ×２５ｍｍの大きさに切り、試料とし
た。（２）レーザー変位計（株式会社キーエンス製：ＫＳ－１１００）を用い、以下の非
接触方式で測定を行った。すなわち、試料を、裏面シートを下にして水平の測定台の上に
置き、異なる５つの部位(圧搾溝の底部について、測定台からの変位をレーザー変位計で
測定した。（３）５つの測定値の平均値を当該圧搾部の底部の高さ（裏面シートの厚さ込
み）とした。（４）必要に応じて、高さ（裏面シートの厚さ込み）から裏面シートの厚さ
を引いて、当該圧搾部の底部の高さとした。また、第１、第２低圧搾部の底部が水平面に
対して傾いている場合には、第１、第２低圧搾部の側壁部と第１、第２低圧搾部の底部と
が交差する位置の高さを、第１、第２低圧搾部の底部の高さとした。ただし、裏面シート
の厚さは、以下の方法で行った。圧搾部を横断するように試料を切断し、デジタルマイク
ロスコープ（株式会社キーエンス製：ＶＨＸ－２０００）で、試料の切断面に対して垂直
の方向からの拡大画像を撮影し、拡大画像から計測した。
【００７８】
　＜表面シートの浮き又は剥がれ＞
　表面シートの浮き又は剥がれの測定は以下の方法で測定した。（１）上記＜高さ＞の測
定で表面シートの高さを計測し、本来あるべき形状（図１）からずれている箇所を特定し
た。（２）その箇所につき、目視検査を行い、浮き又は剥がれが生じているか判定した。
【００７９】
　＜シートの坪量＞
　各シート（吸収体を含む）の坪量は以下の方法で測定した。（１）シートから５０ｍｍ
×５０ｍｍの大きさの部分を切り出して試料とした。（２）試料について、１００℃以上
の空気雰囲気で乾燥処理を行った。（３）試料の質量を測定した。（４）質量の測定値を
試料の面積で割り算して試料の坪量を算出した。（５）１０個の試料の坪量を平均した値
をシートの坪量とした。
【００８０】
　＜シートの厚さ＞
　各シート（吸収体を含む）の厚さは以下の方法で測定した。（１）シートから５０ｍｍ
×５０ｍｍの大きさの部分を切り出して試料とした。（２）試料について、１００℃以上
の空気雰囲気で乾燥処理を行った。（３）１５ｃｍ２の測定子を備えた厚さ計（株式会社
大栄化学精器製作所製：型式ＦＳ－６０ＤＳ）を用い、３ｇ／ｃｍ２の測定荷重の条件で
シートの厚さを測定した。（４）１個の試料で３か所の厚さを測定し、３か所の厚さの平
均値をシートの厚さとした。
【実施例】
【００８１】
　以下、実施例及び比較例を示して本発明を更に具体的に説明する。ただし、本発明はこ
のような実施例のみに限定されるものではない。
【００８２】
　（１）試料
　実施例の試料として、図１～図２に示す生理用ナプキンを作製した。すなわち、第１ロ
ールが、第２高圧搾用凸部分の高さと第２低圧搾用凸部分の高さとの差（０．２ｍｍ）が
、第１高圧搾用凸部分の高さと第１低圧搾用凸部分の高さとの差（０．３ｍｍ）より小さ
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い構造を有する製造装置で生理用ナプキンを作製した。また、比較例の試料として、第２
高圧搾用凸部分の高さと第２低圧搾用凸部分の高さとの差（０．３ｍｍ）が、第１高圧搾
用凸部分の高さと第１低圧搾用凸部分の高さとの差（０．３ｍｍ）と同一の構造を有する
製造装置で生理用ナプキンを作製した。
【００８３】
　（２）圧搾部の評価方法
　低坪量部及び高坪量部の各々における高圧搾部の底部の高さと低圧搾部の底部の高さと
の差を測定した後、実施例及び比較例の試料に使用を模した試験を施し、その試験後のそ
れらからの差と表面シートの浮き又は剥がれとの関係を調べた。
　ただし、使用を模した試験は以下の方法で行った。試料における低坪量部ＬＢ４を、低
坪量圧搾部６ａ１、６ａ３を通る折れ線で所定角度（例示：９０°）になるように折り（
例示：山折り）、その後に元の折れていない状態に戻す、という変形と復元を所定回数（
例示：１０回）繰り返した。そして、表面シートに浮きや剥がれが生じるか否かを試験し
た。
【００８４】
　（３）評価結果
　実施例の生理用ナプキンでは、第２高圧搾部の底部の高さと第２低圧搾部の底部の高さ
との差（５８６μｍ）は、第１高圧搾部の底部の高さと第１低圧搾部の底部の高さとの差
（７８７μｍ）より小さかった。一方、比較例の生理用ナプキンでは、第２高圧搾部の底
部の高さと第２低圧搾部の底部の高さとの差（１５７９μｍ）は、第１高圧搾部の底部の
高さと第１低圧搾部の底部の高さとの差（７４８μｍ）より大きかった。そして、使用を
模した試験後には、比較例の生理用ナプキンでは低坪量圧搾部６ａ１付近で表面シートの
浮きが生じていたが、実施例の生理用ナプキンでは、低坪量圧搾部６ａ１、６ａ３付近で
表面シートの浮きは生じていなかった。
【表１】

【００８５】
　本発明の吸収性物品は、上記の実施の形態に制限されず、本発明の目的、趣旨を逸脱し
ない範囲内で、実施の形態同士を組み合わせたり、変更したりすること等が可能である。
【符号の説明】
【００８６】
　　　１　生理用ナプキン（吸収性物品）
　　　２　　表面シート
　　　４　　吸収体
　５～８　　圧搾部
　２１ａ　　第２高圧搾部
　２１ｂ　　第１高圧搾部
　２２ａ　　第２低圧搾部
　２２ｂ　　第１低圧搾部
　２１ａＢＴ、２２ａＢＴ、２１ｂＢＴ、２２ｂＢＴ　　底部
　Ｈａ１、Ｈａ２、Ｈｂ１、Ｈｂ２　　高さ
　ΔＨａ、ΔＨｂ
　　ＨＢ　　高坪量部
　　ＬＢ　　低坪量部
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